










Harry Harootunian, Marx After Marx: History
























































































































ハルトゥーニアンは︑ ﹁マルクスがヘーゲルの普遍的な歴史に変わって︑正真正銘の世界史の展望を提示した時︑ ﹁特定の場所 根ざした存在（



























































住民︑移民︑奴隷 障害者または難民がどのように包摂・排除されてきたのか︑彼ら・彼女らの収奪が資本主義社会 創出と再生産とどのような構造的つなが を持ってきたのかという問いは︑マルクス主義歴史学のなかでも正面から取り上げられることはなかった︒ ﹁国民国家史﹂の枠から排除されてきたこれらの人々を資本主義形成とその持続の可能性 条件として捉え直すことは︑近代社会の重層性を明らかにするば りでなく その暴力 多面性︑多重性を理解するこ につながるし 資本主義制度そのものの理解を深めることにな だろう︒たとえば 人種 に起因する虐殺︑ヘイトクライム︑襲撃︑収奪︑搾取を︑資本が非資本主義的世界と遭遇するときに生み出す構造的な問題と て捉え直したときに︑原始的蓄積論や形式的包摂論はどのように見直されるべきだろうか︒　
い
ずれにしろ︑ ﹃マルクス・アフター・マルクス﹄は︑多くの刺
激に満ちた視点を提供している︒本書は︑近年新しいグローバルヒストリーが盛んに議論され 中︑マルクスが構想した世界史の可能性 立 返り︑資本主義がもたらした近代という世界姿を再考察するうえで重要な著作になるだろう︒
